
帯状疱疹

帯
状
疱
疹

帯状疱疹

帯
状
疱
疹

帯状疱疹

帯
状
疱
疹

帯状疱疹

帯
状
疱
疹

帯状疱疹自体は他の人にうつることはありません。しかし、帯状疱疹
の水膨れの中にはウイルスが存在しており、水ぼうそうにかかったこ

とのない人にうつして、水ぼうそうを発症させる可能性があります。
　特に、水ぼうそうのウイルスの免疫を持たない妊婦は重症化リスクが高
く、妊娠中に発症すると先天性水痘症候群の赤ちゃんが生まれる危険性が
あります。また、赤ちゃんも重症化しやすいため、帯状疱疹が治るまでは、
妊婦や赤ちゃんとの接触は避けた方がよいでしょう。

帯
状
疱
疹
っ
てどん

な
病
気
？

　

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹
の
主
な
症
状
は
、
痛
み
を
伴
う
皮

膚
の
発
疹
で
す
。
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
一
方
に
生

じ
る
の
が
特
徴
で
、
神
経
に
沿
っ
て
帯
状
に
発
疹

が
現
れ
る
こ
と
か
ら
「
帯
状
疱
疹
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。

　

初
期
に
は
ピ
リ
ピ
リ
、
チ
ク
チ
ク
と
し
た
痛

み
が
数
日
間
あ
り
、
そ
の
後
、
虫
刺
さ
れ
の
よ

う
な
赤
い
発
疹
が
現
れ
ま
す
。
赤
い
発
疹
は
次

第
に
水
膨
れ
に
な
り
、
痛
み
も
強
く
な
り
ま
す
。

痛
み
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
眠
れ
な
い

ほ
ど
痛
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
や
が
て
水
膨
れ

が
破
れ
、
か
さ
ぶ
た
に
な
る
と
症
状
が
治
ま
り

ま
す
。

ど
う
し
て
か
か
る
の
？

　

帯
状
疱
疹
の
原
因
は
「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ

イ
ル
ス
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
、
最
初
に
か
か
っ
た
と
き
は
「
水
ぼ
う

そ
う
」
と
し
て
発
症
し
ま
す
が
、
水
ぼ
う
そ
う

が
完
治
し
た
後
も
体
内
に
残
り
、
潜
伏
し
続
け

ま
す
。
こ
の
潜
伏
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
、
加
齢

や
ス
ト
レ
ス
、
過
労
な
ど
で
免
疫
力
が
低
下
す
る

と
再
び
活
性
化
し
、
帯
状
疱
疹
を
発
症
さ
せ
ま

す
。
日
本
人
成
人
の
約
９
割
は
水
ぼ
う
そ
う
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
帯
状
疱
疹
は
誰
で
も
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
と
い
え
ま
す
。

　

一
般
的
に
加
齢
に
伴
い
免
疫
力
が
低
下
す
る

こ
と
か
ら
、
帯
状
疱
疹
は
50
歳
以
上
で
発
症
率

が
高
く
な
り
ま
す
が
、
若
い
世
代
で
も
過
労
や

ス
ト
レ
ス
が
引
き
金

と
な
っ
て
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
や
過
労
な
ど
、
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
発
症
す
る
可
能
性
が
あ

る
「
帯
状
疱
疹
」。
日
本
人
成
人
の
約
９
割
が
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を

体
内
に
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

知って
予防！

治
療
法
は
？

　

治
療
は
、
原
因
と
な
っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
の
増

殖
を
抑
え
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
と
、
痛
み
を
和
ら

げ
る
痛
み
止
め
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
軽
～
中

程
度
の
症
状
の
場
合
は
、
飲
み
薬
の
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
で
治
療
し
ま
す
が
、
重
症
の
場
合
は
点
滴
に

よ
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
投
与
と
な
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
は
発
疹
が
出
て
か
ら
３
日
以
内
に

適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
１
週
間
ほ
ど
で
治

癒
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
が
遅
れ
る

と
結
果
的
に
重
症
化
し
、
皮
膚
の
症
状
が
治
っ

た
後
も
痛
み
が
残
る
、

後
遺
症
が
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
期

受
診
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。

予
防
法
は
？

　

帯
状
疱
疹
は
、
免
疫
機
能
の
低
下
に
よ
り
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
、
適
度
な
運
動
、
十
分
な
休
息
・ 

睡
眠
な
ど
、

免
疫
力
を
高
め
る
健
康
的
な
生
活
を
心
掛
け
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

運
動
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

の
有
酸
素
運
動
を
、
体
に
負
担
を
か
け
な
い
低

～
中
程
度
の
強
度
で
継
続
的
に
行
う
の
が
お
勧

め
で
す
。
体
を
動
か
す
と
、
気
分
を
安
定
さ
せ

る
脳
内
物
質
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
増
加
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
の
低
減
に
も
役

立
ち
ま
す
。
睡
眠
は
、
質
の
良
い
睡
眠
が
と
れ
る

よ
う
に
、
就
寝
30
分
前
に
は
部
屋
の
照
明
を
落

と
し
、
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
起
床
し
た
ら
日
光
を
浴
び
る
こ
と
も
免
疫

機
能
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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　帯状疱疹の予防には、健康的な生活習慣で免疫力を高めることが何よ
り大切ですが、50歳以上の方は、予防接種を受けることもできます。予
防接種により、ウイルスに対する免疫を強化し発症を抑える効果が期待
できます。
　令和７年度からは、65歳を迎える方など＊に「定期接種」が導入され、
一部公費負担により帯状疱疹の予防接種が受けられるようになりました。
それ以外の方は、個人の判断による「任意接種」となり、費用は全額自己
負担ですが、市区町村によっては助成金制度を設けているところもありま
すので、お住まいの自治体の広報ホームページ等をご確認ください。

帯状疱疹ってうつるの？ 

帯状疱疹自体はうつりませんが、水ぼうそうとしてうつることがあるので注意

予防ワクチンがあると聞きましたが？

任意で予防接種が受けられます
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＊65歳を迎える方、60歳～64歳でヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方。ただし、令
和７年度から５年間は過措置として、年度内に70、75、80、85、90、95、100歳となる方も対象。100歳以上の方については、令和７年度
に限り全員対象。


